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東松島市は政府から
SDGs 未 来 都 市 に
県内で初めて選定
されました。

東松島市
第60号
令和３年５月１日発行

ありがとう
ございました
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まちの税金
どう生かすか令和

年度３

　復興期間が終了した令和３年度当初予算は前年度比約81億
円減の約313億円となりました。
　市は、本予算で新型コロナウイルス感染症が拡大する中での
行政サービスの安定的提供、雇用確保をはじめとする地方創生
の実現などのさまざまな重要課題に対処するとしています。

可決一般会計総額
199億8,600万円

特別会計総額
83億4,966万7千円

下水道事業会計（支出）
29億321万4千円

歳出予算のあらまし令和３年度 （千円）

会 計 区 分 令和３年度予算額 令和２年度予算額
一 般 会 計 19,986,000 27,477,500

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 4,207,887 4,503,147

後 期 高 齢 者 医 療 410,464 395,442

介 護 保 険 3,382,476 3,257,439

柳 の 目 地 区 産 業 用 地 造 成 事 業 348,840 0

大 曲 浜 地 区 土 地 区 画 整 理 事 業 0 157,395

（ 特 別 会 計 小 計 ） 8,349,667 8,313,423

合計（一般会計+特別会計） 28,335,667 35,790,923

下 水 道 事 業 会 計 2,903,214 3,583,074

合計（一般会計+特別会計+下水道事業会計） 31,238,881 39,373,997

合 計

199億8,600万円

教育費
36億7,008万円

18.36%

議会費 
1億7,900万7千円　0.9%

衛生費
12億1,069万1千円

6.06%

労働費
1,808万5千円　0.09%農林水産費

7億7,599万2千円　3.88%

商工費
3億4,828万4千円 
1.74%

土木費
17億4,983万4千円

8.76%

消防費
10億2,220万4千円
5.12%

予備費
3,000万円　0.15%

災害復旧費
2,422万7千円
0.12%

公債費
17億5,680万円

8.79% 総務費 
35億11万8千円

17.51%

民生費
57億67万8千円

28.52%

令和３年度  一般会計内訳

※各会計、百の単位で四捨五入。（端数処理の関係で、合計は一致しない。）

特に留意すべき事業案件を記録したもの

地方創生・
ＳＤＧｓ推進室

◆ＳＤＧｓ未来都市推進事業
ＳＤＧｓに関する受け入れ教育旅行のニーズ
に対して、関係課と連携のうえＰＲ等の手法
を検討し推進すべきである

政策事業推進室
◆野蒜地区被災元地地域資源再生利活用事業

洲崎湿地について、関係者との調整を早期に
図り計画を推進すべきである

農 林 水 産 課
◆農業後継者支援事業

新規就農者のさらなる掘り起こしと経営安定
化を支援し、担い手を確保すべきである

商 工 観 光 課
◆観光イベント支援事業

野蒜海水浴場においては震災後、初めて開場
となることから、集客に向けたＰＲ活動を徹
底すべきである

建 築 住 宅 課
◆市営住宅管理事業

市営住宅入居者負担金と住宅使用料における
過年度分の収納率向上を図るべきである

2令和３年５月1日発行



市
債

　
　
　
　

普
通
交
付
税
に
お

け
る
地
方
消
費
税
交

付
金
等
の
減
収
に
か
か
る
減

収
補
て
ん
債
に
つ
い
て
は

75
％
が
地
方
交
付
税
に
算
定

さ
れ
る
が
、
自
治
体
ご
と
の

財
政
調
整
基
金
積
立
額
に
よ

り
、
実
際
の
交
付
税
の
交
付

額
が
影
響
さ
れ
る
こ
と
は
あ

る
の
か
。

　
　
　
　

 

基
金
積
立
額
に
よ

る
交
付
税
額
へ
の
影

響
は
な
い
。

QA

　
　
　
　

 

今
回
の
問
題
は
、

県
内
外
の
自
治
体
に

お
い
て
も
発
生
し
て
お
り
、

法
の
解
釈
誤
り
が
原
因
と

な
っ
て
い
る
。
税
徴
収
は
、

よ
り
確
実
な
執
行
が
必
要
で

あ
る
た
め
、
職
員
研
修
を
充

実
さ
せ
、
再
発
を
防
止
す
る
。

震
災
対
策
費

　
　
　
　

東
日
本
大
震
災
復

興
交
付
金
が
令
和
２

年
度
末
を
も
っ
て
終
了
、
約

31
億
円
を
国
へ
返
還
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
令
和
３
年
度

に
繰
り
越
し
と
な
る
事
業
の

実
施
は
。

　
　
　
　

 

一
般
財
源
に
そ
の

分
を
繰
り
入
れ
て
実

施
す
る
。

AQA

賦
課
徴
収
費

　
　
　
　

相
続
登
記
に
か
か
る
固

定
資
産
税
の
課
税
誤
り
に

よ
る
過
誤
納
還
付
金
（
市
財
政
へ

の
影
響
額
１
５
４
万
円
）
に
つ
い

て
、
５
年
以
上
前
の
過
誤
納
分
は
、

時
効
扱
い
と
し
、
還
付
を
行
わ
な

い
見
込
み
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
の
理
由
は
。

　
　
　
　

 

根
拠
法
と
な
る
地
方
税

法
に
５
年
以
上
前
に
関
す

る
規
定
が
な
く
、
還
付
を
す
る
根

拠
が
な
い
た
め
、
現
時
点
で
は
行

わ
な
い
見
込
み
で
あ
る
。

　

な
お
、
現
在
宮
城
県
に
対
応
を

相
談
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

回
答
が
あ
り
次
第
、
そ
の
内
容
を

踏
ま
え
、
市
で
対
応
す
る
。

　
　
　
　

 

今
回
の
過
誤
納
還
付
の

対
象
は
、
何
人
か
。

　
　
　
　

 

５
４
０
人
が
対
象
の
見

込
み
で
あ
る
。

　
　
　
　

 

今
後
の
再
発
防
止
策
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。 QAQAQ

　２月定例会において、一般会計、４特別会計および
下水道事業会計の補正予算を慎重審議し、可決しました。
　その際に出た質疑および答弁を何点かご紹介します。

議案
審査

市
税
過
誤
納
還
付
金
な
ど

計
30
億
３
，４
６
１
万
２
，０
０
０
円
の

補
正
予
算
を
可
決

３月
補正

令和２年　第７回臨時会（１２／２５）　可決議案
議案第１３３号　財産の処分（野蒜ケ丘地区の区画売却）について
令和 3年　第１回臨時会（１／２９）　可決議案
議案第１ 号　令和２年度東松島市一般会計補正予算（第１０号）について
令和 3年　２月（第１回）定例会　可決議案
諮問第 １ 号　人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
諮問第 ２ 号　人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
議案第 ２ 号　教育委員会委員の選任につき同意を求めることについて
議案第 ３ 号　東松島市交付所設置条例等の一部を改正する条例について
議案第 ４ 号　東松島市附属機関設置条例の一部を改正する条例について
議案第 ５ 号　東松島市特別職の職員で非常勤のものの報酬および費用弁償
　　　　　　　に関する条例の一部を改正する条例について
議案第 ６ 号　東松島市立学校の設置に関する条例の一部を改正する条例に
　　　　　　　ついて
議案第 ７ 号　東松島市放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例について
議案第 ８ 号　東松島市介護保険条例の一部を改正する条例について
議案第 ９ 号　東松島市野蒜海岸駐車場条例の一部を改正する条例について
議案第１０号　東松島市営住宅条例の一部を改正する条例について
議案第１１号　地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整
　　　　　　　理に関する条例について
議案第１２号　東松島市矢本海浜緑地パークゴルフ場条例の一部を改正する
　　　　　　　条例について

議案第１３号　石巻広域都市計画事業大曲浜地区被災市街地復興土地区画整
　　　　　　　理事業施行規程を定める条例を廃止する条例について
議案第１４号　東松島市東日本大震災復興交付金事業基金条例を廃止する条
　　　　　　　例について
議案第１５号　（債）令和２年度コミュニティセンター大規模改修工事請負
　　　　　　　契約の締結について
議案第１６号　市道路線（北大仏・亀岡２号線）の認定について
議案第１７号　市道路線（堺堀２０４号線）の認定について
議案第１８号　市道路線（大東・上山ノ坊線）の認定について
議案第１９号　市道路線（北余景・蛇ヶ崎山１号線外１）の廃止について
議案第２０号　市道路線（横沼３４号線外１）の廃止について
議案第２８号　東松島市新型コロナウイルス感染症に係る不当な差別等の防
　　　　　　　止に関する条例の一部を改正する条例について
議案第２９号　東松島市国民健康保険条例の一部を改正する条例について
議案第３０号　（継）令和２年度柳の目地区産業用地（北工区宅地）造成工
　　　　　　　事請負契約の締結について
議案第３１号　字の区域を変更することについて
議運発第１号　東松島市議会委員会条例の一部を改正する条例について
議運発第２号　東松島市議会会議規則の一部を改正する規則について

そ の 他 可 決 し た 議 案
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の
備
蓄
状
況
も
精
査
す
る
。

問
　
基
地
周
辺
整
備
に
つ
い

て
。

答　
基
地
と
の
共
存
共
栄
を

重
視
し
、
正
門
東
付
近
の
国

有
地
等
を
活
用
し
駐
車
場
整

備
を
協
議
す
る
。

問
　
学
力
向
上
と
二
学
期
制

導
入
に
つ
い
て
。

答　
研
修
会
の
実
施
と
授
業

改
善
に
努
め
、
指
導
力
向
上

を
図
る
。
二
学
期
制
導
入
に

つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

れ
て
い
る
。
市
が
事
業
主
体

の
柳
の
目
地
区
北
工
区
に
も

企
業
が
立
地
さ
れ
る
。
来
年

度
は
空
き
店
舗
等
活
用
支
援

補
助
金
を
創
設
す
る
。

問
　
各
種
健
診
率
の
向
上
の

取
り
組
み
は
。

答　
40
歳
の
国
保
加
入
者
に

健
診
料
金
を
無
料
と
し
、
令

和
元
年
度
の
41
．
７
％
か
ら

令
和
７
年
度
に
は
47
％
を
目

標
と
し
て
、
さ
ら
に
受
診
率

向
上
に
努
め
る
。

と
さ
ら
に
取
り
組
む
。

問
　
交
流
人
口
の
対
策
は
。

答　
サ
ッ
プ
愛
好
者
団
体
と

連
絡
協
議
会
結
成
の
準
備
を

し
、
話
し
合
い
が
円
滑
に
進

む
よ
う
支
援
す
る
。

問
　
学
力
向
上
に
つ
い
て
。

答　
児
童
生
徒
の
読
書
習
慣

に
つ
い
て
、「
す
き
間
読
書
」

等
を
進
め
て
い
く
。

問
　
自
然
の
家
の
利
活
用
は
。

答　
松
島
自
然
の
家
は
、
多

く
の
方
々
に
利
用
い
た
だ
く

た
め
に
周
知
等
に
協
力
す
る
。

問
　
道
の
駅
の
開
設
予
定
は
。

答　
三
陸
自
動
車
道
の
矢
本

Ｐ
Ａ
隣
接
地
の
敷
地
内
に
整

備
し
、
令
和
５
年
10
月
に

オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
。

問
　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
利

便
性
確
保
整
備
に
つ
い
て
。

答　
開
門
時
間
20
分
前
倒
し

お
よ
び
屋
外
休
憩
施
設
等
の

整
備
を
行
う
。
ま
た
、
コ
ー

ス
整
備
を
充
実
し
、
東
北
交

流
大
会
・
月
例
大
会
等
新
規

事
業
を
計
画
す
る
。

問
　
防
災
備
品
等
の
整
備
に

つ
い
て
。

答　
広
域
的
活
用
に
つ
い
て

知
事
に
要
望
し
て
い
る
。
ま

た
、
近
年
多
発
し
て
い
る
大

雨
災
害
に
対
応
し
、
家
庭
で

問
　
出
生
率
の
向
上
策
に
つ

い
て
。

答　
出
会
い
、
結
婚
、
妊
娠
、

出
産
、
子
育
て
の
各
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
支
援
を

続
け
る
。

問
　
令
和
の
果
樹
の
花
里
づ

く
り
の
主
要
な
取
り
組
み
は
。

答　
東
名
運
河
南
側
の
10
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
土
地
の
整
備
が

認
め
ら
れ
、
梅
、
栗
、
胡
桃
、

柿
、
柚
子
等
を
植
栽
す
る
。

問
　
商
工
業
者
へ
の
支
援
の

具
体
策
は
。

答　
東
松
島
市
中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
振
興
基
本
計
画

に
基
づ
き
各
種
補
助
事
業
等

を
実
施
、
企
業
誘
致
活
動
等

に
よ
り
立
地
や
増
設
が
行
わ

問
　
ウ
エ
ル
ネ
ス
に
つ
い
て
。

答　
日
本
ウ
エ
ル
ネ
ス
高
校

へ
の
支
援
は
、
地
域
と
の
連

携
支
援
と
市
民
有
志
と
後
援

会
活
動
支
援
に
努
め
る
。

問
　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
。

答　
県
と
連
携
し
た
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
の
企
業
誘
致
と
雇

用
促
進
に
努
め
る
。

問
　
６
次
産
業
化
の
推
進
策
。

答　
６
次
産
業
化
は
極
め
て

重
要
と
考
え
、
先
行
事
例
を

参
考
に
本
市
と
し
て
必
要
な

支
援
を
行
っ
て
い
く
。

問
　
子
育
て
支
援
の
充
実
は
。

答　
若
い
世
代
の
移
住
促
進

に
向
け
て
、
首
都
圏
へ
の
情

報
発
信
を
強
め
、
２
人
体
制

の
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

会
派
代
表
質
問

&
Q

A
　
２
月
定
例
会
に
お
い
て
市
長
の
施
政
方
針
の
所
信
表
明
が
あ
っ
た
た
め
、
会
派
代
表
議
員
が
質
問
を
行
い

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
質
問
お
よ
び
答
弁
の
内
容
を
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
紹
介
し
ま
す
。（
本
市
議
会
で
は
、
代

表
質
問
の
対
象
を
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問
の
み
と
し
て
い
ま
す
）

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
問
う

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
と
取
り
組
み

市
政
執
行
に
つ
い
て
の
所
信
を
伺
う

▲利用者の利便性向上が待たれるパークゴルフ場

▲空き店舗活用でにぎわい再生を

▲松島自然の家

清風・公明　幹事長

清新会　代表

松桜会　代表

上田　勉　議員

滝　健一　議員

小野　幸男　議員
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〜９人が市政をただす〜
一般質問は、議員が本市の一般事務に関する質問を行ったり、政策提言
を行うことなどを言います。議論の様子は録画中継でもご覧になれます。

議会中継はこちらから 検索東松島市議会映像

一般質問
General question

土井　光正 議員

第１位　土井光正 議員 第２位　熊谷昌祟 議員 第３位　石森晃寿 議員 第４位 手代木せつ子 議員

第６位　熱海重徳 議員 第７位　櫻井政文 議員 第８位　長谷川博 議員 第９位　佐藤富夫 議員第５位　小野惠章 議員

問答

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
を
万
全
に

円
滑
な
接
種
に
向
け
体
制
強
化
を
図
る

答　
３
月
22
日
か
ら
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
を
設
置
。

２
件
目

問
　
防
災
行
政
無
線
の
放
送

内
容
を
状
況
に
応
じ
、
的
確

に
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
防

災
訓
練
を
含
む
災
害
発
生
時

は
緊
迫
感
を
持
っ
た
実
音
声

で
放
送
す
べ
き
。

答　
適
宜
放
送
内
容
を
変
更

し
て
注
意
喚
起
を
強
化
す
る
。

外
部
拡
声
器
に
よ
る
実
音
声

と
個
別
受
信
機
に
よ
る
合
成

音
声
の
併
用
を
検
討
す
る
。

問
　
市
報
の
文
字
を
大
き
く

し
、
見
や
す
い
紙
面
に
。

答
　
他
自
治
体
の
広
報
紙
等

の
事
例
を
参
考
に
検
討
す
る
。

３
件
目

問
　
児
童
生
徒
全
員
に
配
置

さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に

よ
る
リ
モ
ー
ト
で
の「
学
び
」

を
確
保
す
る
活
用
の
実
践
は
。

答
　
校
内
で
の
リ
モ
ー
ト
に

よ
る
学
習
活
動
を
試
行
し
、

臨
時
休
業
等
に
よ
る
学
び
の

保
障
に
取
り
組
む
。

１
件
目

問
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
め

方
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
４
月
以
降
に
65
歳
以
上

の
高
齢
者
へ
の
接
種
を
開
始

で
き
る
よ
う
、
３
月
中
旬
か

ら
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
、
完

全
予
約
制
と
す
る
。

　

１
回
目
の
接
種
開
始
か
ら

３
週
間
後
に
２
回
目
の
接
種

を
行
い
、
９
週
間
で
対
象
者

全
員
が
接
種
完
了
予
定
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
会
場
の
体
制
は
。

答　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

で
の
平
日
は
、
市
内
医
療
機

関
で
の
個
別
接
種
。
土
曜
、

日
曜
、
祝
日
は
市
内
５
箇
所

の
市
民
セ
ン
タ
ー
。
高
齢
者

等
老
人
福
祉
施
設
入
居
者
は

医
師
の
出
張
接
種
を
予
定
。

問
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す

る
相
談
窓
口
の
設
置
は
。

▲医療関係者のワクチン接種始まる！

１．コロナワクチン接種体制を万全にせよ
２．防災行政無線等による情報の発信についてさらに
　　検討せよ
３．ＧＩＧＡスクール構想の実用化に向け取り組みせよ
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▲ストップ　コロナ差別

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
報

に
掲
載
し
、
市
民
へ
の
周
知

を
図
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、

ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
配
布

し
て
誹
謗
中
傷
等
の
差
別
的

言
動
の
防
止
を
推
進
し
て
い

る
。
引
き
続
き
機
会
が
あ
る

ご
と
に
偏
見
や
差
別
の
防
止

に
努
め
て
い
く
。

問
　
感
染
に
よ
る
自
宅
待
機

の
場
合
、
食
品
や
生
活
必
需

品
の
供
給
体
制
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
患
者
が
自
宅
療
養
を

行
う
場
合
に
お
け
る
、
患
者

へ
の
支
援
お
よ
び
感
染
管
理

に
つ
い
て
は
、
県
が
担
当
し

て
お
り
、
本
人
か
ら
の
要
請

が
あ
れ
ば
、
１
週
間
分
の
必

要
な
パ
ッ
ク
詰
め
ご
飯
、
レ

ト
ル
ト
食
品
、
石
鹸
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
等
、
18
品
目

の
物
資
を
提
供
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　

な
お
、
県
は
個
人
情
報
保

護
の
観
点
か
ら
市
町
村
に
対

し
て
、
自
宅
療
養
者
名
等
の

個
人
情
報
の
提
供
は
行
わ
な

い
こ
と
と
し
て
い
る
た
め
、

直
接
市
民
か
ら
市
に
相
談
や

要
請
が
あ
っ
た
場
合
、
県
に

対
し
て
必
要
な
物
資
の
提
供

を
依
頼
し
て
い
く
。

問
　
隔
離
期
間
中
に
発
生
す

る
ゴ
ミ
の
処
分
方
法
は
。

答
　
処
分
方
法
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
る
が
、
市
報
等
で
も
今
後

さ
ら
に
周
知
し
て
い
く
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
係
る
不
当
な
差
別

等
の
防
止
に
係
る
条
例
を
制

定
し
た
時
点
よ
り
本
市
の
感

染
者
が
増
え
つ
つ
あ
る
が
、

さ
ら
な
る
周
知
徹
底
を
行
う

問
　
安
価
な
住
宅
地
の
内
容

は
。

答
　
新
し
い
良
質
な
住
宅
地

を
１
坪
当
た
り
10
万
円
程
度

で
供
給
で
き
る
よ
う
検
討
を

進
め
る
。

２
件
目

問
　
良
好
な
住
環
境
を
維
持

す
る
た
め
、
地
区
集
会
所
に

お
け
る
汲
み
取
り
和
式
ト
イ

レ
か
ら
洋
式
水
洗
ト
イ
レ
へ

の
改
修
は
。

答　
築
年
数
や
改
修
費
用
等

を
考
慮
し
つ
つ
、
簡
易
水
洗

式
へ
の
改
修
も
含
め
、
洋
式

に
よ
る
水
洗
化
を
検
討
す
る
。

問　
地
区
集
会
所
に
お
け
る

ス
ロ
ー
プ
や
手
す
り
等
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
の

改
修
は
。

答
　
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
、

地
区
か
ら
の
要
望
に
応
え
る

形
で
改
修
す
る
。

１
件
目

　
市
長
は
、
東
松
島
市
第
２

次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

に
お
い
て
、
良
好
な
住
環
境

の
整
備
に
よ
り
、
誰
も
が
快

適
に
住
み
続
け
ら
れ
る
街
づ

く
り
を
目
指
す
と
政
策
に
し

て
い
る
が
、
以
下
に
つ
い
て

伺
う
。

問　
市
街
化
区
域
を
拡
大
す

る
場
合
の
エ
リ
ア
、
規
模
、

手
法
は
。

答　
市
街
化
区
域
編
入
の
候

補
地
と
し
て
、
既
存
の
市
街

化
区
域
と
接
し
た「
矢
本
東
」

「
矢
本
西
」「
赤
井
」「
大
曲
」

の
４
地
域
を
拡
大
予
定
。

　

ま
た
、
規
模
、
手
法
に
つ

い
て
は
、
今
後
都
市
計
画
見

直
し
に
係
る
基
礎
調
査
や
関

係
機
関
と
の
協
議
を
急
ぎ
、

そ
の
中
で
具
体
的
な
検
討
を

進
め
る
。

熊谷　昌崇 議員

石森　晃寿 議員

問

問

答

答

コ
ロ
ナ
禍
対
応
に
つ
い
て

良
好
な
住
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

偏
見
や
差
別
防
止
に
努
め
る

迅
速
に
実
現
で
き
る
よ
う
取
り
組
む

▲市街化区域拡大が期待される候補地

市街化区域拡大が期待される候補地
市街化区域

１．コロナ禍対応について　　　

市

街

化

区

域

・
矢
本
西
地
域
の
一
部

・
矢
本
東
地
域
の
一
部

・
大
曲
地
域
の
一
部

・
赤
井
地
域
の
一
部

１．良好な住環境の整備について
２．地区集会所の環境整備について

9 人が市政をただす
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▲助け合いながら安心して暮らせる地域を目指して

る
新
し
い
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
に
本
市
は
手
を
上

げ
る
の
か
。

答
　
来
年
度
の
実
施
は
予
定

し
て
い
な
い
が
、
今
後
事
務

局
の
持
ち
方
な
ど
、
前
向
き

に
検
討
を
進
め
る
。

問　
「
福
祉
な
ん
で
も
相
談

窓
口
」
の
成
果
と
今
後
の
取

り
組
み
は
。

答
　
令
和
２
年
の
相
談
件
数

は
１
４
１
件
。
今
後
も
相
談

者
の
状
況
に
応
じ
、
病
院
や

を
使
用
。
期
日
前
投
票
時
間

は
、
午
後
９
時
ま
で
と
し
、

投
票
者
の
分
散
を
図
る
。

問　
飲
食
店
が
苦
慮
し
て
い

る
。
市
独
自
の
救
援
策
、
国

県
へ
の
要
望
は
。

答　
打
撃
を
受
け
た
飲
食
、

宿
泊
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に

20
万
円
、
一
定
規
模
以
上
の

施
設
事
業
者
は
50
万
円
を
支

給
す
る
。
そ
の
他
の
商
工
、

農
水
事
業
者
に
は
、
５
万
円

支
給
す
る
。
３
月
中
下
旬
の

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な

げ
市
民
の
相
談
等
に
対
応
し

て
い
く
。

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
２
圏
域
か
ら
３
圏
域

に
増
設
さ
れ
る
理
由
は
。

答
　
高
齢
者
の
増
加
に
よ
り

中
学
校
単
位
に
、
東
部
は
東

松
島
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
赤
井
・
大
曲
）、
中
部
は
真

壁
病
院
（
矢
本
東
・
矢
本
西
・

大
塩
）、
西
部
は
こ
と
ぶ
き

会
（
旧
鳴
瀬
地
区
）
が
担
当

す
る
こ
と
に
な
る
。

問　
地
域
福
祉
を
推
進
す
る

た
め
、
必
要
な
予
算
措
置
は

確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
本
市
は
東
松
島
市
社
会

福
祉
協
議
会
と
共
同
で
「
第

２
期
東
松
島
市
地
域
福
祉
推

進
計
画
」
を
策
定
し
て
い
る
。

今
後
も
こ
の
計
画
に
基
づ
い

て
必
要
な
予
算
措
置
に
努
め

る
。

問　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
拠

点
の
整
備
を
す
る
考
え
は
な

い
か
。

答
　
将
来
的
に
は
福
祉
会
館

や
福
祉
プ
ラ
ザ
な
ど
の
拠
点

整
備
を
検
討
し
た
い
。

臨
時
議
会
で
補
正
予
算
案
と

し
て
割
増
商
品
券
の
発
行
等

を
検
討
す
る
。

２
件
目

問　
研
究
の
成
果
は
。

答
市
長　
提
言
の
学
力
向
上

の
視
点
も
盛
り
込
ん
だ
条
例

に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会

の
意
見
を
聞
き
、
制
定
に
向

け
取
り
組
み
を
進
め
る
。

教
育
長　
子
ど
も
の
支
援
、

生
き
る
力
の
確
か
な
学
力
向

上
等
早
期
に
ま
と
め
る
。

小野　惠章 議員

手代木せつ子 議員

　
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
、
次
の
点

に
つ
い
て
伺
う
。

問　
来
年
度
か
ら
施
行
さ
れ

１
件
目

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る

市
民
の
安
心
感
の
醸
成
は
。

答　
65
歳
以
上
は
、
４
月
１

日
以
降
に
開
始
予
定
。
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
に
つ
い
て
は
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
市
報
で
周
知
徹
底

を
図
る
。

問　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

意
識
低
下
、
向
上
策
は
。

答　
各
地
区
の
創
意
工
夫
の

事
例
を
自
治
会
長
会
議
で
情

報
提
供
す
る
。

問　
オ
リ
パ
ラ
開
催
が
危
ぶ

ま
れ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都

市
宣
言
と
の
協
調
は
。

答　
宿
泊
を
伴
う
東
北
・
全

国
大
会
等
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

誘
致
を
図
り
た
い
。

問　
選
挙
事
務
の
安
全
は
。

答　
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
。

期
日
前
投
票
は
南
庁
舎
２
階

問

問

答

答

地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
せ

コ
ロ
ナ
禍
の
飲
食
店
支
援
は

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
を
前
向
き
に
検
討

20
万
円
支
給
す
る

▲国、県のさらなる支援が必要だ！

１．地域共生社会の実現を目指せ

１．コロナ禍における諸課題を問う
２．子ども基本条例の研究は進んだか
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１．道路・橋梁等の長寿命化対策と公共施設等総合
　　管理計画を問う
２．ｅスポーツの活用について
３．「鬼滅の刃」を教材として活用せよ

▲矢本第一中学校

答
市
長　
本
市
が
現
在
実
施

し
て
い
る
中
学
校
入
学
時
に

お
け
る
経
済
面
の
支
援
事
業

と
し
て
は
、
ま
ず
就
学
援
助

事
業
と
し
て
経
済
的
な
理
由

で
就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ

る
世
帯
を
対
象
に
、
制
服
用

品
費
６
万
円
を
助
成
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
通
学
距
離
が
片
道

５
㎞
以
上
の
生
徒
の
う
ち
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
し
な

い
生
徒
に
対
し
、
自
転
車
購

入
経
費
等
２
万
５
，
０
０
０

円
を
支
給
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
制
服
や

教
材
費
等
の
準
備
で
約
10
万

程
度
必
要
に
な
っ
て
い
る
と

と
も
に
、
部
活
動
の
用
具
や

学
習
塾
等
の
経
費
な
ど
多
額

の
費
用
が
掛
か
っ
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
、
子
育
て
し
や

す
い
ま
ち
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ

健
康
都
市
を
掲
げ
る
本
市
と

し
て
は
、
全
生
徒
が
共
通
し

て
必
要
と
な
る
運
動
着
の
購

入
経
費
の
支
援
な
ど
、
さ
ら

な
る
支
援
等
を
検
討
す
る
。

教
育
長　
中
学
校
入
学
時
に

は
小
学
校
入
学
時
よ
り
負
担

額
が
増
す
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
各
学
校
に
対
し
て
保

護
者
負
担
を
考
慮
し
た
上
で
、

教
材
等
の
選
定
を
行
う
よ
う

指
導
し
て
い
る
。
今
後
も
経

済
的
な
事
情
で
配
慮
が
必
要

と
な
る
家
庭
に
対
し
て
、
学

校
と
連
携
し
な
が
ら
就
学
援

助
事
業
の
申
請
に
向
け
た
相

談
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
。

問
　
子
ど
も
の
中
学
校
進
学

に
あ
た
っ
て
は
、
制
服
や
運

動
着
、
教
材
等
の
負
担
額
を

考
慮
し
、
一
定
額
助
成
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
長
お
よ

び
教
育
長
の
考
え
は
。

引
き
続
き
修
繕
着
手
率
の
向

上
を
図
っ
て
い
く
。

２
件
目

問
　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
年
々
、

協
議
人
口
も
増
え
、
大
規
模

な
世
界
大
会
も
開
催
さ
れ
て

い
る
。
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
経
済

効
果
と
社
会
的
意
義
を
背
景

に
自
治
体
で
も
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

を
テ
コ
に
地
域
づ
く
り
や
学

校
で
の
部
活
動
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

の
活
用
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答
市
長　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
対

す
る
市
民
の
機
運
が
高
ま
り
、

競
技
人
口
の
増
加
等
が
確
認

さ
れ
た
時
点
で
検
討
を
行
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

教
育
長　
教
育
活
動
と
す
る

こ
と
は
難
し
い
。

３
件
目

問
　「
鬼
滅
の
刃
」
を
教
材

と
し
て
活
用
せ
よ
。

答
　
教
材
と
し
て
の
活
用
は

難
し
い
が
、
普
段
の
学
級
活

動
の
中
で
話
題
の
一
つ
と
す

る
こ
と
は
で
き
る
。

１
件
目

問
　
建
設
後
50
年
経
過
し
た

道
路
橋
梁
等
の
割
合
は
。

答
　
全
体
１
９
９
橋
の
う
ち

30
橋
で
、
そ
の
割
合
は
15
％

と
な
っ
て
い
る
。

問
　
保
全
業
務
に
関
わ
る
技

術
者
は
充
足
し
て
い
る
か
。

答
　
宮
城
県
建
設
セ
ン
タ
ー

に
業
務
を
委
託
し
、
職
員
は

監
督
者
と
し
て
対
応
す
る
こ

と
に
よ
り
、
人
数
の
充
足
を

図
っ
て
い
る
。

問
　
今
後
の
長
寿
命
化
に
関

係
す
る
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
と
財
源
の
確
保
は
。

答　
「
予
防
保
全
型
」
に
よ

り
約
10
億
円
を
縮
減
し
な
が

ら
橋
の
延
命
化
を
図
る
。
財

源
と
し
て
、
国
土
交
通
省
の

「
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業

補
助
」
が
今
年
度
は
５
，
６

２
１
万
円
採
択
さ
れ
て
お
り
、

熱海　重徳 議員

櫻井　政文 議員

問

問

答

答

中
学
校
進
学
費
用
を
助
成
せ
よ

道
路
橋
梁
等
の
長
寿
命
化
対
策
を
問
う

運
動
着
購
入
費
用
の
支
援
な
ど
を
検
討

「
予
防
保
全
型
」
に
よ
り
延
命
化
す
る

▲道路橋梁等の長寿命化対策を万全に！

１．コロナ禍における選挙の投票率向上策について
２．中学校の進学費用を助成せよ

9 人が市政をただす
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１．国のゼロカーボン政策の対応を問う
２．働き方改革としてのパワハラを問う
３．公立小学校３５人学級移行対応を問う

▲商工会の要望活動記事 / 駐車場には自衛官募集のポスターが

　
コ
ロ
ナ
は
無
症
状
の
人
が

感
染
を
広
げ
る
こ
と
が
特
徴
。

も
っ
と
検
査
数
を
増
や
し
、

無
症
状
感
染
者
を
把
握
・
保

護
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

売
り
上
げ
が
減
少
し
て
い
る

飲
食
店
に
対
し
て
独
自
の
支

援
を
行
う
べ
き
だ
。

答
　
現
状
、
発
熱
な
ど
が
疑

わ
れ
る
方
は
保
健
所
中
心
に

検
査
を
実
施
。
高
齢
者
施
設

等
、
市
独
自
と
な
れ
ば
費
用

善
の
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
の
た
め
、

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（

怒
り
の
抑
制
術
）
を
採
用
せ

よ
。

答
　
そ
の
と
お
り
採
用
す
る
。

３
件
目

問
　
35
人
学
級
が
採
用
さ
れ

る
当
局
の
受
け
止
め
方
は
。

答
　
少
人
数
に
よ
る
、
き
め

細
や
か
な
指
導
は
文
科
省
の

強
い
想
い
だ
と
受
け
止
め
、

教
育
現
場
に
生
か
す
。

問
　
教
育
効
果
の
メ
リ
ッ
ト

負
担
が
多
大
に
な
り
、
一
斉

の
検
査
は
考
え
て
い
な
い
。

　

商
工
会
の
要
望
も
踏
ま
え
、

飲
食
等
事
業
者
に
対
し
て
20

万
円
、
50
万
円
、
そ
の
他
の

事
業
者
に
は
５
万
円
の
追
加

支
援
を
行
う
。

２
件
目

問
　
自
衛
官
募
集
の
た
め
に

市
が
募
集
適
齢
者
名
簿
を
提

供
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な

情
報
を
い
つ
か
ら
提
供
し
て

い
る
の
か
。
提
供
す
る
根
拠
、

個
人
情
報
保
護
の
扱
い
は
。

　
県
内
６
割
の
自
治
体
が
閲

覧
の
み
の
対
応
、
本
市
も
そ

の
よ
う
に
す
べ
き
だ
。

答
　
年
度
内
に
18
歳
ま
た
は

22
歳
に
到
達
す
る
者
の
氏
名
、

生
年
月
日
、
性
別
、
住
所
を

市
が
名
簿
作
成
し
、
提
供
し

て
い
る
。
い
つ
か
ら
か
は
把

握
し
て
い
な
い
。

　

平
成
26
年
、
総
理
大
臣
が

「
名
簿
提
供
に
特
段
の
問
題

は
生
じ
な
い
」
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
市
民
か
ら
苦
情

は
な
い
の
で
知
ら
せ
て
い
な

い
。
本
人
や
家
族
か
ら
要
望

が
あ
れ
ば
提
供
し
な
い
。

と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答
　
メ
リ
ッ
ト
は
生
徒
の
個

人
差
を
考
え
た
学
習
指
導
の

他
、
不
登
校
生
徒
に
も
目
が

届
き
や
す
く
な
る
。
デ
メ
リ

ッ
ト
は
無
い
と
考
え
る
。

問
　
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面

の
課
題
は
。

答
　
改
正
に
よ
る
教
職
員
は

５
年
間
で
全
国
１
万
４
千
人

の
改
善
と
な
り
、
新
任
が
増

加
。
研
修
と
校
内
外
の
現
場

教
育
の
フ
ォ
ロ
ー
が
課
題
。

佐藤　富夫 議員

長谷川　博 議員

１
件
目

問
　
集
団
感
染
リ
ス
ク
の
高

い
医
療
機
関
、
高
齢
者
施
設

な
ど
で
一
斉
・
定
期
的
な
Ｐ

Ｃ
Ｒ
（
社
会
的
検
査
）
を
行

う
べ
き
だ
。

１
件
目

問
　
国
策
の
地
球
温
暖
化
対

策
に
関
連
予
算
が
付
い
た
。

　
積
極
的
な
自
治
体
に
は
、

優
遇
措
置
が
あ
る
よ
う
だ
。

ス
マ
ー
ト
エ
コ
タ
ウ
ン
と
し

て
、
い
ち
早
く
手
を
挙
げ
る

べ
き
だ
。

答
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
面
か
ら
も

脱
炭
素
を
目
指
し
て
い
る
。

　

７
月
の
政
府
方
針
に
沿
っ

て
対
処
し
た
い
。

問
　
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

は
２
０
３
０
年
ま
で
に
極
力

脱
炭
素
、
原
発
を
漸
源
す
る

方
針
だ
が
市
長
の
見
解
は
。

答
　
原
発
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
施
設
と
は
い
え
、
ス
マ

―
ト
エ
コ
タ
ウ
ン
に
叶
っ
た

再
生
可
能
エ
ネ
設
備
の
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
施
設
を
目
指
す
。

２
件
目

問
　
働
き
方
改
革
、
職
場
改

問

問

答

答

コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
対
応
に
つ
い
て

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
国
策
へ
の
対
応
は

飲
食
店
な
ど
へ
追
加
経
済
対
策
を
実
施

環
境
省
の
推
移
を
見
て
取
り
組
む

▲地球温暖化が進むと、この美しい光景が無くなるかも！

１．コロナ禍拡大への対応について
２．自衛官募集のための名簿提供について

東松島市議会だより　No.60
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第２回  東松島市議会懇談会を開催
令和２年度

 令和３年１月 12 日および 13 日に
東松島市社会福祉協議会、東松島市
消防団、矢本浅海漁業研究会との議
会懇談会を開催し、参加された皆様
が抱える課題を聞かせていただきま
した。

１　東松島市社会福祉協議会

主な現状と課題

〇市からの委託事業などが年々増加しているが、
非正規職員が約７割で構成しているため、業
務負担が増加している。

〇ボランティア団体が市民センターで活動する
際の使用料を減免してほしい。

〇ボランティア団体の活動拠点がほしい。

〇高齢化により協力会員（支え手）よりも利用
会員が多くなってきている。

安心して暮らせる地域をつくるための課題は？

10令和３年５月1日発行



３　矢本浅海漁業研究会

２　東松島市消防団

主な現状と課題

主な現状と課題

〇団員数が不足している。大学生や市職
員も参加してほしい。

〇婦人防火クラブの会員も減っていて、
炊き出し等が行えない地域がある。

〇大規模な火災発生を想定した水利施設
を整備すべき。

〇外食産業やコンビニ利用客が減っており、
取引価格が減少している。

〇学校給食に地元の海苔を使ってほしい。

〇もっと地産地消を推進したい。

漁業における新型コロナウイルス

感染症の影響と販路拡大について

　
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
の
う

ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
拠

点
整
備
、
消
防
団
と
地
域
自
治
組
織

の
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と
、
学
校

給
食
へ
の
ノ
リ
等
の
特
産
品
を
活
用

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
長
に
提
言

し
ま
し
た
。

　
議
会
懇
談
会
へ
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

東松島市消防団における現状と課題について

※写真撮影のため、マスクを外しています

後　日
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議
会
報
前
号
の
議
案
記
事

の
内
容
に
つ
い
て
、
熱
心
な

市
民
の
方
か
ら
内
容
不
足
で

は
な
い
か
、
と
の
ご
指
摘
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
貴

重
な
ご
意
見
で
あ
り
、
紙
面

の
都
合
上
す
べ
て
の
議
案
の

詳
細
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
反
省
を
し
て
お
り

ま
す
。

　

議
案
や
審
査
内
容
、
質
疑

に
つ
い
て
は
、
本
市
議
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
い
た
だ

け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
市
民
の
皆
様

へ
の
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
、
議
会
報
や
議
会
懇
談
会

等
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
各
市
民
セ

ン
タ
ー
設
置
の
目
安
箱
の
活

用
や
直
接
議
会
事
務
局
へ
の

問
い
合
わ
せ
も
可
能
で
す
。

今
後
と
も
、
皆
さ
ま
と
と
も

に
歩
む
議
会
で
あ
り
続
け
ま

す
。�

（
小
野　

惠
章
）

�
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６月 10 日㈭　10 時 00 分〜　本会議（開会、議案審議等）
６月 14 日㈪　10 時 00 分〜　本会議（一 般 質 問）　　　　　　　　　
６月 15 日㈫　10 時 00 分〜　本会議（一 般 質 問）　　　　　　　　
６月 16 日㈬　10 時 00 分〜　本会議（一 般 質 問）                        
６月 17 日㈭　10 時 00 分〜　本会議（一 般 質 問）
６月 21 日㈪　10 時 00 分〜　本会議（議案審議等、閉会）

議会日程ウェブサイトＱＲコード

議会運営および活動状況
12 月 3 日 財務常任委員会、広報常任委員会
 7 日 総務常任委員会、民生教育常任委員会、
  産業建設常任委員会
 8 日 総務常任委員会、民生教育常任委員会、
  産業建設常任委員会
 9 日 議会運営委員会
　　　 11 日　 総務常任委員会、民生教育常任委員会、
  財務常任委員会
　　　 14 日 民生教育常任委員会、産業建設常任委 
  員会、議会運営委員会
　　　 18 日 議会改革研修

 12 月 21 日 産業建設常任委員会
 23 日 議会運営委員会
　1 月　　7 日 広報常任委員会
 12 日 議会懇談会（東松島市社会福祉協議会、 
  東松島市消防団）
 13 日 議会懇談会（矢本浅海漁業研究会）
 14 日 総務常任委員会
　 22 日 議会運営委員会
　 26 日 議会運営委員会
　2 月　　4 日 議会運営委員会、広報常任委員会

Facebook ページ
はじめました
　議会では、多くの市民の皆様が議会の運営および
活動に対して関心をもっていただくことを目的とし、
facebook アカウントを開設しました。　
　議会や委員会などの様子をタイムリーに発信して
いきます。ぜひご覧いただき、「いいね !」「フォロー」
をよろしくお願いいたします！

いいね！
して

フ
ォ
ロ
ー

お
願
い
し
ま
す
！

議会を傍聴してみませんか
令和３年５月初議会日程（予定）のお知らせ

令和３年６月定例会日程（予定）のお知らせ

５月  ７日㈮　10 時 00 分〜　本会議（正副議長選挙等）

※変更の場合がありますので、詳しくは
　市議会ウェブサイトをご覧下さい。

皆
様
の
ご
意
見

お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

議
会
で
は
、
目
安
箱
を

市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
設

置
し
て
い
ま
す
。
地
区
に

議
員
が
居
る
と
こ
ろ
は
見

守
り
や
整
備
が
行
き
届
い

て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、

市
全
体
の
地
区
に
目
を
向

け
て
ほ
し
い
と
い
う
ご
意

見
な
ど
に
つ
い
て
、
広
報

常
任
委
員
会
お
よ
び
議
会

運
営
委
員
会
に
お
い
て
協

議
し
、
全
議
員
に
周
知
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他

に
も
、
多
数
の
ご
意
見
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
市
へ

の
要
望
と
思
わ
れ
る
意
見

に
つ
い
て
は
市
に
提
案
を

行
う
な
ど
の
対
応
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
皆
さ
ま
か

ら
の
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

12令和３年５月1日発行


